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昨年と同じ1月7日（金）から9日（日）にかけて、

表題のシンポジウムが岡崎コンファレンスセンター

で開催された。例年どおりならば出勤日となる会期

翌日の10日月曜日が、今年はハッピーマンデー法に

よる初の祝日（成人の日）となり、遠隔地からの参

加者にとってもゆとりを持って臨める会合となっ

た。会場も、これまでの竜美ヶ丘会館から分子科学

研究所に隣接するコンファレンスセンターに移り、

若干ではあるが利便性も向上したように感じる。肌

寒い日和ではあったが、入り口脇のロビースペース

では暖を取りながらゆっくりと歓談したりインター

ネットでメールの確認をしたりもでき、終始落ち着

いた気持ちで過ごせた。これもひとえに実行委員会

や分子科学研究所の方々を始めとする関係者の御尽

力によるものとこの場を借りて感謝申し上げる。

放射光Societyが研究内容ではなく実験手段で集

まった研究者集団であることは旧来から言われてい

る。その広がりを把握するのは既に筆者の能力を超

えていたが、SPring-8の本格稼働に伴って医学や産

業利用も大きなシェアを占め始め、もはや全体像を

お伝えするのは不可能である。本報告では、筆者の

印象に残った雑感を述べることにする。

初日は例年どおり各施設の利用者懇談会総会で静

かに始まった。数年前まで学生であった筆者にとっ

ては初めての総会出席となった。「ほとんど同じメ

ンバーなのだからわざわざ会場を変えながら行う必

要はないのでは」と思っていたが、存外議論は長引

くものである。仕切りなおして会議を進めるための

プログラム編成であったと分かった。現状を将来展

望にどう結び付けていくかという点で、各施設とも

固有の問題を抱えていることが対比的であった。特

にSPring-8、PF総会では両施設の棲み分け／共存

が如何にあるべきかが共通の議題になった。世代間

で両施設の利用の仕方に明確な温度差があるとする

意見には少なからず賛同する面々もいたようである

が、いずれにせよ、施設側は如何に特色を出してい

くか（そしてユーザー側は如何なる研究をするか）

という根本的な議論を深める必要があることでその

場は決着をみたようである。SPring-8総会では二つ

の新サブグループ（SG）、「コヒーレント軟Ｘ線」

と「脳機能研究会」が紹介され、それぞれのグルー

プリーダーから簡単な研究展望の説明があった（詳

細は本誌に掲載）。どちらのSGともSPring-8ならで

はの特色を活かした内容であり、上述の問題に一石

を投じるものといえる。これに先立ち、逆に活動し

ていないSGの解消や統廃合を近いうちに行う可能

性も議題に登った。多くの利用者が恩恵を受けてい

る旅費の支給は各SGを通して行っていることは周

知であるが、数年の内にはこの財源確保も問題にな

るであろうことは容易に想像され、それまでに組織

の柔軟性を持たせる必要があるというのも発端であ

る。また、半期毎のマシンタイム申請の在り方も議

論され、PFでいうS型のような課題採択も検討され

ていると報告された。建設フェーズから利用フェー

ズへと重心が移るにつれ、ユーザーからの声も多岐

に渡ったものとなっている。

研究発表は、2つの特別講演、4つの企画講演、12

件の施設報告、65件の口頭発表、205件のポスター

発表、それに企業展示も44件と大盛況であった。特

別講演は、大会場に用意してあった椅子だけでは足

りず、後ろに簡易椅子を足してもまだ立ち見が出る

ほどの人気であった。ウイットに富んだ茅先生の分

子集合体に関する研究紹介とヒ素事件の核心に迫る

中井先生の発表は、終始聴講者を引き付け、ポスタ

ー討論で疲れた参加者を楽しませて下さった。それ

ぞれに魅力的なタイトルを冠した企画講演は初日と

最終日に2つずつ行われた。時間の都合上、筆者は

企画1しか聴講できなかったが、昨年の村上先生の
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西暦も1000年代から2000年代へと変わった今年、

最初に参加した学会がこの第13回日本放射光学会年

会・放射光科学合同シンポジウムです。日程は、1

月7日から9日で、場所は岡崎コンファレンスセンタ

ーという分子科学研究所のすぐ側に位置する、東岡

崎駅から登り坂を歩いて15分程のところにあるとて

もきれいな建物でした。

初日は、SPring-8利用者懇談会総会と企画講演が

メインでした。旅費の支給を受けるためにはもちろ

んSPring-8利用者懇談会総会から参加しなければな

りませんが、私のいる仙台からは朝6時の東北新幹

線に乗らなければ間に合いません。なかなかつらい

ところです。いつも総会と言うと格式張っているた

めに学生の私にはいささか窮屈に感じるところがあ

るのですが、今回は新ビームラインの紹介が非常に

印象的で参加しがいがありました。具体的には、脳

機能研究会のエクテサビ＝アリさんの発表であり、

内容としては、痴呆病患者の脳神経中（だったと思

うのですが）に含まれるFe+2とFe+3の割合を

XANES測定から調べたものであります。このFe+2

とFe+3の割合と痴呆病の進行具合とに密接な関係が

あると言うことを報告されていました。発表者の話

特別講演の続編である「軌道秩序」に関する話題の

広がりと固体物理への有用性を感じた。ポスター発

表に関しては、会場が狭かったとの声が多かった。

先に参加がはっきりしている企業展示に十分なスペ

ースを確保してしまったせいであろうか、対面的に

廊下に配置されたポスターは一方を見ようとすると

もう一方の邪魔になってしまい、議論を妨げる格好

になってしまっていた。しかし、205件という多数

の参加は喜ぶべきことであり、この件数をさばくの

に実行委員の方々も少ないスペースを有効に使おう

と苦心されたものと拝察する。筆者の関係する分野

に限って言えば、SPring-8を利用した研究はますま

す独自色をはっきりさせる必要を感じた。PFだけ

でなくHiSORもいよいよ稼働されるとなると、なぜ

SPring-8を使うのかが明確でないと、ただ何となく

取ったデータばかりになってしまいそうである。こ

れはまだ潜在的ユーザーである筆者自身の自戒でも

あるが。

最後に本報告を書くことになった経緯について一

言。SPring-8総会で「原稿依頼は快く引き受けて下

さいますよう」と言われていた編集幹事の圓山先生

から二度目の執筆依頼を受け、「まぁ報告ぐらい」

と軽い気持ちで引き受けてしまったが、バックナン

バーを見返して愕然。筆者のような浅学が預かる文

面でないと恐れ多くなってしまった。遠ざかる記憶

を呼び戻しながらも、せめて客観的な雰囲気だけで

もお伝えできたなら幸甚に存じます。
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